
さわやか　2000年10月15日発行

和群が出来ません

でしたので､判決

を求める方向にな
りました｡

裁判所から和解を進められ､

何度か和解が出来るかどう
かを探ります｡頻繁に打合
せをします｡

控

i&留分の近itをiBめる判決が

判決をTi-っただけでは.別本

的にお金は手元に入ってきま
せん｡細事が仕'3.に支il.わな

かったときを考え､軌刑執行

の岬術を始めます｡判決で執

刑執行ができるように. ｢執行

文｣を･判決に添付してもらい.

桶手に判決が送適されたこと

を証明する文jlutをと()､執刑

執行のIII立の碑偏をします｡

相手方が判決を不服として捜

訴しました｡ここで.裁判所

は高等裁判所の曹操になり､

それまで原告だった人がr披

捜訴人｣となり､被告はr棲折

控訴した人は､控訴理由
雷を50日以内に､控訴さ

れた人は､それに対する

答弁書を書きます｡

和粥JI書に基づく

金銭が支払われた
り､不1分産の名義

を空軍する皇紀手

続をします｡

弁護壁土は登記手続も山JJi

るのです机　うちの恥紡

所の槻釧よ.司法iLt士さ
んに依醗します.
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･･事件の流れ一一･

ご注意!!
そ†7-:する■JL件が100作あれば､ 100の例が

あるとIijっても過riではないくらい､ ･ル

11'･の処q.･耶淋土多様です,.よって,こ

こに.咋き記したものは,いくつかの･JF例

を参考に､ JiiLたり. ･JHいた()､測った

り､仙ナたりしてまとめT.:ものですこ　よ

って､ I)illの人物･ ●JlPr･とはまったく州

係があEJません,_

･FI.弓

弁は士の仕事

事楕Jqの仕事

田､一一一-.-一一一一､-一一-一･一　一,･

*1逝flY分とは. ''B青によっても左右きれない抑耗恥

*2弁識士附削よ邪手金･判例･ Fl当･功m一二分かれますコ火きくは卿･･に新1-1する際のす甘桐を-新事象卿二が終了した際の

代用を報酬と呼びます｡
*3　御侍とは･批判所で行われる訳し合い-調停番Rカ儲しか､を進めます｡

*4　糊nafJtatとは､ ｢相川を受け肘ほした｣という出帆

*5　訴状とは､醐lJ所に法lltJ解決を求めると潤一民制こおける蝶掛よ訴える人､附i･･は訴えられた人の畔なる呼称にすぎず,

叶咽呼件の｢抵-'t;･人｣とは全く正味が掛､ます｡

*6叩渦iLE両とは･依斬者の主張を法的にまとめ1=沓両ですC依嘩者は. niqI升訓gll=lはIIt好ける必要があr)ません=

*7　陳述むとは･予め証言の内宵を弁誰士が開き耽り, ILt面にしたものです:

*8　和解調符とは､判決と同じように･もし和耶条項どおr)に支t,.かれなかった噂fTlま､軌制執行できる効力をも.?ています(
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